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「
広
島
県
医
人
伝
」
一
～
三
集
の
著
者
、
広
島
県
の
医
史
学
研
究
の
重
鎮
で
推
進
者
の
江
川
義
雄
先
生
が
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
。
先
生

は
、
産
婦
人
科
医
で
あ
る
か
た
わ
ら
、
広
島
県
の
医
人
伝
に
つ
い
て
早
く
か
ら
研
究
さ
れ
、
三
年
前
に
広
島
県
医
人
伝
の
三
集
を
書

き
終
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
一
集
、
二
集
と
共
に
三
集
と
し
て
平
成
十
四
年
年
六
月
に
出
版
さ
れ
た
。
十
年
前
に
心
筋
梗
塞
を
さ

れ
て
か
ら
健
康
を
害
さ
れ
、
入
、
退
院
を
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
が
、
本
年
六
月
十
八
日
に
享
年
八
六
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
先
生
は

大
正
八
年
、
広
島
県
福
山
市
松
永
町
で
生
ま
れ
ら
れ
、
岡
山
大
学
医
学
部
卒
で
、
長
年
江
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
を
勤
め
ら
れ
、

産
婦
人
科
医
と
し
て
日
本
産
婦
人
科
学
会
評
議
員
、
日
本
医
史
学
会
評
議
員
、
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
き
た
。

平
成
二
年
に
は
日
本
医
師
会
最
高
優
功
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。蟻

江
川
義
雄
先
生
を
偲
ん
で

原
田
康
夫

広
島
市
病
院
事
業
管
理
者
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こ
の
木
骨
が
広
島
大
学
医
学
部
所
蔵
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は
江
川
先
生
の
ご
助
言
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

先
生
は
、
広
島
県
の
医
人
、
吉
益
東
洞
、
土
生
玄
碩
、
富
士
川
勝
な
ど
の
先
哲
の
業
績
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
広
島
県
医
人
の
紹

介
を
克
明
に
広
島
県
医
師
会
報
に
長
年
発
表
さ
れ
、
日
本
医
史
学
会
に
も
発
表
し
て
こ
ら
れ
た
が
、
特
に
一
七
八
九
年
に
広
島
で
行

わ
れ
た
二
体
の
脈
分
け
の
刑
死
体
か
ら
木
骨
を
作
ら
せ
た
星
野
良
悦
や
、
広
島
藩
の
薬
草
園
〈
日
渉
園
）
を
残
し
た
後
藤
松
眠
、
後

藤
松
軒
等
の
幕
末
の
医
師
が
高
野
長
英
逃
亡
の
手
助
け
を
す
る
な
ど
広
島
の
医
史
学
を
飾
る
出
来
事
な
ど
も
詳
細
に
書
き
残
さ
れ
た
。

特
に
広
島
で
開
催
さ
れ
た
第
八
七
回
日
本
医
史
学
会
総
会
の
会
長
を
私
が
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
も
、
そ
の
し
か
け
人
は

江
川
先
生
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
後
藤
家
所
蔵
の
「
星
野
木
骨
」
を
広
島
大
学
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
医
学
資
料
館
に
収
め
広
く
公

開
す
べ
き
だ
と
ご
助
言
い
た
だ
い
た
。

広
島
で
の
日
本
医
史
学
会
の
時
に
は
こ
の
こ
と
は
実
ら
な
か
っ
た
が
、
以
来
、
私
と
後
藤
家
と
を
結
ぶ
き
っ
か
け
と
な
り
、
私
が

広
島
大
学
学
長
の
と
き
後
藤
家
よ
り
星
野
木
骨
と
広
島
市
重
要
文
化
財
、
日
渉
園
四
百
坪
を
医
学
部
に
移
管
し
て
い
た
だ
く
事
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
「
星
野
木
骨
」
は
広
島
大
学
移
管
の
後
、
平
成
十
六
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
な
り
、
高
野
長
英
の
隠
れ
住
ん
だ
家

は
平
成
十
五
年
に
お
茶
室
に
復
元
し
現
在
は
広
島
大
学
医
学
部
の
所
属
と
し
て
い
る
。

先
生
は
広
島
県
医
人
伝
な
ど
ご
自
分
の
医
史
学
的
研
究
以
外
に
、
医
史
学
的
重
要
性
の
あ
る
資
料
、
星
野
木
骨
、
広
島
市
の
重
要

文
化
財
日
渉
園
な
ど
公
共
性
の
あ
る
も
の
を
広
島
大
学
医
学
部
な
ど
で
管
理
す
る
重
要
性
に
気
づ
か
れ
、
こ
れ
を
私
達
に
ご
助
言
く

だ
さ
っ
た
慧
眼
に
深
く
感
謝
し
、
長
年
広
島
県
医
史
学
会
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
御
遺
徳
を
偲
ん
で
先
生

の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

合
掌


